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マグネシウム関連ページ  

P2,P3,P4,P13,P43,P57 

採択予算額：935 万円（2 ヵ年） 

連続鋳造圧延による高量産性マグネシウム合金薄板の鋳造・圧延条件を最適化す

るため，製造過程における速度、温度および圧下率が生産性にあたえる影響因子を

系統的に調査し、マグネシウム合金薄板材（最大板幅：600ｍｍ、板厚：1mm 以下）

の低コスト化（￥8,000/Kg→￥5,000/Kg）、安定化（ロット間のバラツキを無くす）

及び高品質化（結晶粒微細化：20μm→10μm 以下）を目指す。 
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鋳造工程において重要なことは，溶湯の温度管

理であり，連続鋳造を行う際のロール速度によ

り冷却条件を検討した．また，連続鋳造後の組

織安定化（編析，溶体化）を図るための，最適

熱処理条件を検討した． 

 

圧延工程では，組織微細化及び結晶方位制御

を，圧延条件（速度，温度，圧下率）を変化

させ最適条件を検討した． 
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β相が消失 

MgAl化合物（β相：黒点）
が多数存在 

冷却速度向上により
微細化領域が増加 

・鋳造材での結晶粒微
細化領域増加により，
高品質化（機械的性質
の向上）及び高圧下圧
延が可能となる． 
 
・β相は塑性変形低下
を招くため，最適熱処
理により完全に消失
させることが必要 

圧延性が向上 


